
©2011KATSUHIRO'PONTA'HONDA 

就職活動のゴール設定とソリューションフォーカス 

キャリア ソリューショニスト 本田勝裕 

http://www.ponta.co.jp 

■ 問題と解決 

 問題についての問いかけは問題を生み、解決についての問いは解決を生む。 

by Steve de Shazer（スティーブ ド シェーザー；精神療法家） 

 

■ 学生の現在地と目標と目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 変化する時代・変化する学生・変化と変化の組合せ 

 就職＝キャリアデザインのなかの選択肢の一つ 

 我々の立ち位置（リスクと主体性の観点から） 

 

■ 支援方法としてのコーチングそしてソリューションフォーカス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 徹底的に HOW を問うことから、可能性を引き出してゆく 

 できるだけシンプルなもので、主体的に日常化させること 

学生の現在と目標と目的

©2011Katsuhiro[PONTA]Honda
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■ ソリューションフォーカスの理論ベース“SIMPLE ルート” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ソリューションフォーカスの理論実践の一つ“OSKAR モデル” 

OSKAR 目的 質問キーワード 

１．Outcome 欲しい結果（ゴール） 「なにを達成しようとしているの？」 

２．Scale スケーリング（ものさし） 「達成を 10 としたら今いくつくらい？」「3」 

「どこまで進んでいるの？」 

「なにが達成されているの？」 

３．Know-how ノウハウ 「どうすれば 4 になるかな？」 

「なにがあれば 4 になるかな？」 

「ほかには？」 

４． Affirm 

& Action 

OK（肯定）メッセージ 

実行 

「それいいねえ！」 

「よしやってみよう」 

５． Review 振り返り 「どうだった？」 

「どこがうまくいった？」 

※OSKAR モデルはポール Z.ジャクソン氏作成 ※日本語翻訳および質問ワード集は青木安輝氏作成 

 

マーク マカーゴウ氏 PhD MBA 
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■ ソリューションフォーカスの活用方法・テキストへの反映（すべての授業で活用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※四天王寺大学授業「キャリアゼミ」テキストより 
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■ 解決して、成果を生み出すための試み 

 講義：厳しさとハイタッチ（空気のネガ・ポジ転換） 

 

 

 ワークショップ：短時間セッション×n回（社会人基礎力の3要点 ①前に踏み出す力②考え

抜く力③チームワークで働く力） 

 

 

 宿題：スモールステップでできることを一つやってくる。確認は学生同士。やらなかったこと

を後悔させない。（過去と人を変えようとせず、未来と関係を変えてゆく） 

 

 

 模擬面接：ノイズとしての BGM・エアロスミス（密度の低い場合・少人数の場合に有効） 

 

 

 模擬グループワーク：①自分の役割を決めて参画し協力すること ②競争に勝つこと（協力

と競争の楽しさを体感） 

 

 

 レポート：ソリューションフォーカスに基づいたコメントを入れて、翌週返却（感想や評価だけ

ではなく、スモールステップを問う） 

 

 

 評価における自己採点の導入：自己責任と講師採点を 50 点ずつ評価(自己採点における

自由・成長と変化。一つの正解のないキャリアデザイン授業では必要な評価方法） 

 

 

 寄り添うことで事実をつかむ方法①ネット編：Facebook「ポンタ学生広場」 

http://www.facebook.com/katsuhiro.p.honda 

 

 

 寄り添うことで事実をつかむ方法②現場編：「キャリアぷらっトフォーム」（学外就職部） 

http://career-platform.com/ 

 

 

 「モギ就」模擬体験と、フィードバックシステムとしての OSKAR モデル 

http://www.facebook.com/katsuhiro.p.honda�
http://career-platform.com/�
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 ワーク例・言葉のネガ・ポジ転換（以下のネガティブな言葉をポジティブに転換しよう） 

 

    例）むずかしいなー →

 

                                

    例）「悩んでるんです」に対して→

 

                             

※ ポンタキャリアカレッジ「自分マーケティング」テキストより 

 

◎以上の試みの写真を、レジュメ巻末に一部掲載◎ 

 

 

 ソリューションフォーカスを使った授業後アンケート項目の作成、分析、活用（4大学 5学部） 

 

① この授業を受講する前に描いていた、あなたが学生生活を過ごしている理想的な目標と、

授業を受けてから描く、あなたが学生生活を過ごしている理想的な目標の違いは何です

か？ 

 

② 授業スタート時の状態が 1 で、理想の目標が 10 だとしたら今いくつですか？今の状態に

チェックを入れてください。 

 

③ その数値になるまでに、あなたに起こった小さな変化はなんですか？意識するようになっ

たこと、やってみたことで、感じた自分の変化など。ささいなことも良いですか ら、思いつく

ままに書いてみてください。 

 

④ ②で答えた数値を一つ上げるために、なにができますか？なにがあればいいですか？誰

かのサポートは得られますか？思いつくままに書いてください。 

 

⑤ 質問は以上です。ありがとうございました。ここは自由記入です。書ききれなかったことや、

講師に伝えたいことをお書きください。ただし「したい」「思う」表現は避け、「する」「してゆく」

表現を使いましょう。 

 

    ※ PC リテラシー向上のため、携帯ではなく PC 活用に限定 

    ※ 強制はせず、自主的に回答した人が、さらにスモールステップが描けるように設計 

    ※ 共通質問をすることで、大学の特色と次年度の解決策のリソースにする 

    ※ 定点観測するため、年度ごとの変化も分析可能 
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■ ソリューションフォーカスを使った授業後アンケート（すべての授業で実施） 

① 2011 年度前期授業のレポートから（私立短期大学部） 
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② 2011 年度前期授業のレポートから（私立短期大学部） 
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■ 「モギ就」模擬体験と、フィードバックシステムとしての OSKAR モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※甲南大学 2011 年度後期・プラクティカルキャリアデザイン授業集中講座資料より 

    ※ 「モギ就」は株式会社日本キャリアセンターとの提携で実施http://career-platform.com/ 

 

 

 合否にかかわらず、次の選考には進む。GD や面接はその直後に合否通知。それ以外は

翌週以降、教室で通知。 

学生が自主的に必要だと感

じた、テーマ別セミナーやワ

ークショップ、対策講座を連

動させてゆくのが理想的であ

り現実的。 

 

全体の説明と、10/10 からよりリアルに

やることを伝える。 

PC を使ってウェブエントリー。2 社から 1

社選択。 

ここからは指導なし。どう会社説明会に参

加するかは、学生の自主性に委ねる。 

エントリーシートも合否を出す。採用基準

を明文化しておく。 

社会人ボランティアに協力してもらい、よりリ

アルな「日常の仕事」を伝えてもらう。Web

テストも抜き打ちで実施する。合否通知。 

グループディスカッションでは、明確な採用

基準をもとに合否を出し、理由を解説。 

面接でも、明確な採用基準をもとに合否

を出し、理由を解説。社会人ボランティア

には主観を加えないように指示。 

http://career-platform.com/contents_102.html�
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■ 授業・講演・ワークショップ写真集 
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◆この資料はすべて本田勝裕のウェブサイト「ポンタのキャリアゼミ」トップページに、pdf形式で掲

載いたします。http://www.ponta.co.jp 

http://www.ponta.co.jp/�

